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県森連だより

No.

2025.９.10

401

県林務部のオフィスを木の香り立つ空間へとウッドチェンジ!!県林務部のオフィスを木の香り立つ空間へとウッドチェンジ!!
　林務部では県庁全体で行われているオフィス環境の改革で、フリーアドレス化やペーパーレ
スの取組に加え、県産材を使った机の導入や打合せスペースの木質化を独自の取組として行い
ました。

長野の林業
フルカラー版



長野の林業　No.401　2025. ９　■ 2 ■

机の組立は職員で実施机の組立は職員で実施

新しい空間で打合せ新しい空間で打合せ

改革実施前改革実施前

実施後実施後

　

県
で
は
、
県
民
の
た
め
に
真
に
役
立
つ
組
織
、
職
員
が
明
る
く
楽
し
く
前
向
き
に

仕
事
が
で
き
る
組
織
に
な
る
た
め
、
組
織
風
土
を
創
り
か
え
る
た
め
の
方
向
性
や

そ
の
対
策
を
職
員
自
ら
が
提
言
す
る
「
か
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
以
下
「
か
え
プ
ロ
」

と
い
う
。）」
を
令
和
５
年
度
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　

か
え
プ
ロ
で
提
案
さ
れ
た
取
組
の
ひ
と
つ
に「
オ
フ
ィ
ス
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
以

下
「
オ
フ
ィ
ス
改
革
」
と
い
う
。）」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
オ
フ
ィ
ス
改
革
は
、
業
務

の
内
容
に
応
じ
て
「
働
く
時
間
や
場
所
を
自
ら
選
択
す
る
」
働
き
方
で
あ
る
Ａ
Ｂ
Ｗ

（A
ctivity Based W

orking

）の
概
念
を
取
り
入
れ
、
よ
り
創
造
的
に
組
織
内
外

と
協
働
し
や
す
い
オ
フ
ィ
ス
へ
の
移
行
を
目
指
す
ほ
か
、
自
宅
等
で
の
勤
務
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
生
産
性
の
向
上
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
働
き
方
自
体
の
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
オ
フ
ィ
ス
改
革
に
併
せ
、
林
務
部
の
執
務
室
を
木
質
化
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
取
組
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

オ
フ
ィ
ス
改
革
で
は
、
職
員
間
の
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
性
を
体
現
す
る
フ
リ
ー
ア
ド

レ
ス（
固
定
席
の
廃
止
）の
導
入
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
対
応
す
る
た
め
の
サ
ブ
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
を
全
席
に
配
置
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
が
共

通
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

林
務
部
で
は
、
本
年
３
月
に
議
員
提
案
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
「
信
州
の
豊
か
な
森

林
と
環
境
を
守
る
県
産
材
利
用
促
進
条
例
：
通
称
「
県
産
材
利
用
促
進
条
例
」
の
第

14
条
の
「
県
に
よ
る
県
産
材
の
率
先
利
用
」
の
一
環
と
し
て
、
執
務
机
の
天
板
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
木
質
化
を
追
加
し
て
オ
フ
ィ
ス
改
革
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

執
務
机
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
木
質
化
は
、
庁
内
で
は
あ
ま
り
例

を
見
な
い
取
組
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
信
州
ウ
ッ
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
の
相
談

や
県
内
外
の
民
間
施
設
等
の
視
察
を
通
し
て
漠
然
と
し
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
徐
々
に

具
体
化
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
机
に
は
、
強
度
が
あ
り
、
淡
い
白
色
が
特
徴
と
さ
れ

る
ア
カ
マ
ツ
材
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
た
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
、

４
区
画
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
画
に
は
ア
カ
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ

キ
の
柱
を
立
て
、
床
材
を
敷
く
こ
と
で
来
訪
者
に
県
産
材
を
見
て
、
触
れ
て
も
ら
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
体
験
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を
施
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
執
務
室
で
の
執
務
は
、
7
月
29
日
か
ら
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
職
員

や
来
訪
者
か
ら
は
「
部
屋
が
明
る
く
な
っ
た
」、「
木
の
香
り
が
し
て
気
持
ち
い
い
」

な
ど
と
好
評
で
す
。

　

新
た
な
環
境
で
、
気
持
ち
新
た
に
仕
事
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
林
務
部
の
執
務

室
か
ら
県
産
材
の
率
先
利
用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
庁
に
お
越
し
の
際
は
、
木
の
香
る
林
務
部
に
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

オ
フ
ィ
ス
改
革
に
併
せ
て

　
　
執
務
室
を
木
質
化
し
ま
し
た

【
林
務
部
オ
フ
ィ
ス
改
革
チ
ー
ム
】

【
林
務
部
オ
フ
ィ
ス
改
革
チ
ー
ム
】
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災害発生時（令和５年６月）撮影災害発生時（令和５年６月）撮影

災害発生時（令和５年６月）撮影災害発生時（令和５年６月）撮影

復旧後（令和６年11月）撮影復旧後（令和６年11月）撮影

復旧後（令和６年８月）撮影復旧後（令和６年８月）撮影

　

長
野
県
は
急
峻
な
地
形
や
複
雑
か
つ
脆
弱
な
地
質
構
造
に
あ
り
、
山
地
災
害
が
発

生
し
や
す
い
条
件
下
に
あ
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
は
、
主
に
５
〜
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
県
内
全
体
で
68
件
の
山
地
災

害
が
発
生
し
た
ほ
か
、
40
箇
所
の
林
道
施
設
が
被
災
し
ま
し
た
。

　

県
や
関
係
市
町
村
で
は
、
そ
の
後
速
や
か
に
復
旧
整
備
に
着
手
し
、
災
害
復
旧
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

  

復
旧
の
進
捗
状
況（
治
山
）

復
旧
の
進
捗
状
況（
治
山
）

　

県
で
は
、
災
害
発
生
直
後
か
ら
特
に
規
模
が
大
き
く
緊
急
性
が
高
い
７
箇
所
に
つ

い
て
災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業
に
よ
り
早
期
の
復
旧
整
備
に
着
手
す
る
な
ど
、
災
害

復
旧
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

写
真
は
下
伊
那
郡
泰
阜
村
万
場
地
区
に
お
い
て
令
和
５
年
６
月
豪
雨
に
よ
り
山
腹

崩
壊
が
発
生
し
、
県
道
に
土
砂
が
流
出
し
た
箇
所
の
復
旧
状
況
で
す
。

  

復
旧
の
進
捗
状
況（
林
道
）

復
旧
の
進
捗
状
況（
林
道
）

　

令
和
５
年
の
５
〜
７
月
に
発
生
し
た
災
害
に
つ
い
て
は
上
田
、
上
伊
那
、
南
信
州
、

木
曽
、
松
本
、
長
野
管
内
の
関
係
市
町
村
が
林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
に
よ
り
復
旧

工
事
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
令
和
７
年
７
月
末
現
在
で
35
箇
所
が
復
旧
完
了
し
て
い

ま
す
。

　

写
真
は
下
伊
那
郡
松
川
町
の
林
道
で
、
路
肩
決
壊
の
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
令
和
６

年
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
も
、
県
内
各
地
域
の
山
地
や
林
道
で
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
関

係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
着
実
に
災
害
復
旧
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
森
林
づ
く
り
推
進
課
・
信
州
の
木
活
用
課
】

【
森
林
づ
く
り
推
進
課
・
信
州
の
木
活
用
課
】

災
害（
治
山
、林
道
）復
旧
の
取
組
に
つ
い
て
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信
州
の
森
で
働
く
人
・
働
き
た
い
人
の
た
め
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

信
州
の
森
で
働
く
人
・
働
き
た
い
人
の
た
め
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

 

「
な
が
の
森
ジ
ョ
ブ
．Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ

「
な
が
の
森
ジ
ョ
ブ
．Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ 

信
州
の
森
林
で
働
こ
う
！
」が

信
州
の
森
林
で
働
こ
う
！
」が

    

オ
ー
プ
ン

オ
ー
プ
ン

　
（
一
財
）長
野
県
林
業
労
働
財
団
は
、「
林
業
を
知
り
た
い
方
」、「
林
業
で
働
き
た

い
方
」、「
林
業
事
業
体
の
み
な
さ
ま
」
の
３
つ
の
利
用
者
層
に
合
わ
せ
て
分
か
り
や

す
く
情
報
を
お
届
け
す
る
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
な
が
の
森
ジ
ョ
ブ
．
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」

を
令
和
７
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
「
林
業
を
知
り
た
い
」
の
ペ
ー
ジ
で
は
、「
林
業
っ
て
ど
ん
な
仕
事
な
の
？
」
と
い

う
疑
問
に
応
え
る
た
め
、
林
業
生
産
活
動
の
サ
イ
ク
ル
「
植
え
て
・
育
て
て
・
伐
っ

て
・
ま
た
植
え
る
」
を
図
解
で
説
明
す
る
と
と
も
に
、
林
業
の
現
場
で
多
様
な
働
き

方
を
さ
れ
て
い
る
方
を
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
や
動
画
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
林
業
で
働
き
た
い
」
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
信
州
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
林
業

へ
の
就
職
を
考
え
て
い
る
方
に
向
け
て
、
就
職
説
明
会
や
体
験
講
習
会
、
相
談
会
や

新
卒
・
転
職
・
移
住
者
向
け
の
支
援
金
制
度
等
の
案
内
、
林
業
事
業
体
一
覧
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
「
林
業
事
業
体
の
み
な
さ
ま
」
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
各
種
の
助
成
事
業
の
内
容
や
申

請
様
式
、
申
請
期
限
等
を
案
内
す
る
と
と
も
に
、「
林
業
事
業
体
向
け
助
成
事
業
活

用
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
質
問
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

で
活
用
で
き
る
助
成
事
業
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
欄
に
は
今
後
開
催
さ
れ
る
、
林
業
基
本
講
座
や
、
林
業
研

修
１
日
見
学
会
、
林
業
就
業
支
援
講
習（
体
験
コ
ー
ス
）等
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

利
用
者
の
み
な
さ
ま
に
向
け
て
、「
な
が
の
森
ジ
ョ
ブ
．
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
は
随
時
情

報
が
更
新
さ
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ながの森ジョブ.BASEながの森ジョブ.BASE
はこちらはこちら ながの森ジョブ.BASEのトップページながの森ジョブ.BASEのトップページ
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■
令
和
７
年
度
の
取
組
と
今
後
の
展
開

　

推
進
体
制
の
整
っ
た
今
年
度
は
、
関
係
機
関
等
の
連
携
に
よ
り
実
施
す
る
７
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
民
間
事
業
者
の
提
案
に
よ
る
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
、
本
格
的

な
取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
も
開
設
。各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
情
報
や
、

地
域
の
様
々
な
活
動
等
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
決
定
し
、
関
係
機
関
や
行
事
等
で
一
体
的
に
使
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
「
賛
助
機
関
」
や
「
関
連
行
事
」

を
幅
広
に
募
る
こ
と

で
、
多
様
な
つ
な
が

り
を
築
き
、
木
と
森

の
新
た
な
価
値
創
造

に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

フ
ォ
レ
ス
ト
バ

レ
ー
の
こ
れ
か
ら
の

展
開
に
ご
注
目
く
だ

さ
い
！

■
木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
の
概
要

　

木
曽
谷
・
伊
那
谷
は
、
森
林
や
林
業
に
関
す
る
教
育
機
関
や
試
験
研
究
機
関
が
比

較
的
近
距
離
で
集
積
し
て
い
る
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
地
域
で
す
。「
木
曽
谷
・
伊

那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
」
は
こ
の
強
み
を
活
か
し
、
木
や
森
に
つ
い
て
学
び
た
い

人
・
関
心
の
あ
る
人
が
県
内
外
か
ら
訪
れ
る
人
材
育
成
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点

地
域
と
し
て
、
関
係
機
関
等
の
連
携
に
よ
る
機
能
強
化
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

■
推
進
体
制

　

令
和
６
年
８
月
に
関
係
機
関
・
関
係
機
関
及
び
県
事
務
局
に
よ
る
「
木
曽
谷
・
伊

那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
運
営
協
議
会
」
を
設
立
。
同
協
議
会
で
の
協
議
等
を
ふ
ま

え
、
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
の
目
指
す
姿
や
取
組
の
方
向
を
共
有
す
る
た
め
の
「
基
本

構
想
」
を
令
和
７
年
７
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
の
取
組
が
本
格
始
動
！

《基本理念》
木や森の「学び」と「暮らし」に会える場所

《基本方針》
木曽谷・伊那谷での木と森に関する学びを活
かし、新たな時代を支える人材を育成すると
ともに豊かな暮らしや多様なビジネスを創出

※全文はポータルサイトに掲載

木曽谷・伊那谷フォレストバレー基本構想（抜粋）

インスタグラムインスタグラム ポータルサイトポータルサイト

森林ベンチャースクール森林ベンチャースクール
（地域おこし協力隊交流研修会）＠木曽町（地域おこし協力隊交流研修会）＠木曽町

知事と木曽青峰・林大・上松技専の生徒・知事と木曽青峰・林大・上松技専の生徒・
学生との意見交換　＠木曽青峰高校  　　 学生との意見交換　＠木曽青峰高校  　　 

信州伐木チャンピオンシップ2025信州伐木チャンピオンシップ2025
＠長野県林業大学校＠長野県林業大学校【

信
州
の
木
活
用
課
】

【
信
州
の
木
活
用
課
】

信州大学　課題発見サマースクール信州大学　課題発見サマースクール
＠Inadani Sees＠Inadani Sees
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地域の話題

上
田
地
域
で
は
〝
地
区
の
植
樹
祭
〞
は
、
昭
和
63
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
「
上
小

地
区
森
林
祭
」
と
い
う
名
称
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
S
G
E
C
認
証
森
林
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
に
ぎ
や
か
な
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て
か
ら
令
和
４
年
以
降

は
、
に
ぎ
や
か
な
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
植
樹
行
事
と
位
置
付
け
て
お
り
、
令
和
５
年
か

ら
「
Ｕ
Ｅ
森 

〜
上
田
地
域
に
ぎ
や
か
な
森
づ
く
り
植
樹
の
集
い
〜 

」
と
し
て
開
催

し
て
い
ま
す
。
Ｕ
Ｅ
森
は
〝
ウ
エ
モ
リ
〞
と
呼
び
、「
Ｕ
Ｅ
」
に
は
上
田
・
上
小
地

域
の
「
上（
う
え
）」
と
、
木
を
植
え
る
の
「
植
え
」
の
意
味
を
込
め
、
一
般
公
募
参

加
者
や
み
ど
り
の
少
年
団
、
森
林
認
証

の
事
務
局
で
あ
る
上
小
森
林
認
証
協
議

会
と
森
林
の
里
親
契
約
を
し
て
い
る
企

業
の
方
々
を
主
体
に
し
て
、
式
典
な
ど

を
簡
素
化
し
植
樹
作
業
に
特
化
し
た
も

の
に
し
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｅ
森
と
な
っ
て
３
年
目
の
今
年
、

「
Ｕ
Ｅ
森
2
0
2
5
」
を
５
月
10
日
に

上
田
市
菅
平
の
上
田
市
東
御
市
真
田
共

有
財
産
組
合
有
林
の
主
伐
地
で
行
い
、

約
2
2
0
名
の
参
加
者
が
カ
ラ
マ
ツ

1
，
9
0
0
本
を
植
え
ま
し
た
。
上
田

地
域
は
主
伐
・
再
造
林
が
進
ん
で
お
り
、

Ｕ
Ｅ
森
参
加
者
も
「
本
気（
マ
ジ
）で
本

物（
ガ
チ
）の
森
林
づ
く
り
」
を
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｕ
Ｅ
森
は
少
人

数
ス
タ
ッ
フ
で
も
で
き
る
、
地
域
と
参

加
者
の
ニ
ー
ズ
が
マ
ッ
チ
し
た
有
意
義

な
林
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。

駒
ケ
根
市
の
林 

東
洋
氏
が
、
日
本
特
用
林
産
振

興
会（
会
長
小
渕
優
子
）よ
り
第
38
回
特
用
林
産
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
令
和
６
年
度

の
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事
林
野
庁
長
官
賞
受
賞
に

続
く
快
挙
で
、
今
年
度
、
全
国
17
名
の
受
賞
者
の
う

ち
「
ま
つ
た
け
」
を
品
目
と
し
て
選
定
さ
れ
た
の
は

林
氏
の
み
で
す
。

林
氏
は
40
年
以
上
に
わ
た
り
、
ま
つ
た
け
増
産
の

技
術
向
上
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
所
有
山
林
や
委

託
さ
れ
た
山
林
、
合
わ
せ
て
約
25 

ha
に
お
い
て
、
倒

木
の
片
付
け
や
シ
バ
掻
き
、下
層
木
の
除
間
伐
、

害
菌
駆
除
と
い
っ
た
、
ま
つ
た
け
の
生
育
に
不

可
欠
な
環
境
整
備
を
継
続
的
に
実
践
。近
年
は
、

夏
の
高
温
や
少
雨
と
い
っ
た
気
候
変
動
に
対
応

す
る
た
め
、
広
葉
樹
の
伐
採
や
剪
定
方
法
に
も

独
自
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
ま
つ
の
会
」
代
表
と
し
て
ま
つ
た

け
生
産
者
の
育
成
や
視
察
受
け
入
れ
及
び
技
術

指
導
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

う
し
た
長
年
に
わ
た
る
献
身
的
な
活
動
と
、
そ

の
卓
越
し
た
技
術
の
普
及
へ
の
貢
献
が
、
長
野

県
の
ま
つ
た
け
増
産
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

上
田
地
域
植
樹
イ
ベ
ン
ト

　
　
「
Ｕ
Ｅ
森
２
０
２
５
」
を
開
催

ま
つ
た
け
発
生
環
境
整
備
の
功
績
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

上田地域上田地域

上伊那地域上伊那地域

【
上
田
地
域
振
興
局
林
務
課
】

【
上
田
地
域
振
興
局
林
務
課
】

【
上
伊
那
地
域
振
興
局
林
務
課
】

【
上
伊
那
地
域
振
興
局
林
務
課
】

小渕会長より表彰状授与小渕会長より表彰状授与

UE森2025　参加者記念写真UE森2025　参加者記念写真

表彰者記念撮影表彰者記念撮影
（林さんは、下段左から2番目）（林さんは、下段左から2番目）
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地域の話題

南
信
州
地
域
は
、
急
峻
で
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
や
脆
弱
な
地
質
に
よ
り
集
材
路
設

置
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
架
線
集
材
に
よ
る
主
伐
・
再
造
林
の
取
組
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
飯
伊
森
林
組
合
で
は
「
油
圧
式
集
材
機
と
架
線

式
グ
ラ
ッ
プ
ル
の
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
①
完
全
リ
モ
コ
ン
操
作

　

②
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
制
御　

③
荷
掛
け
、
荷

下
ろ
し
の
機
械
化
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、
安
全

性
の
向
上
と
作
業
の
効
率
化
を
実
現
し
ま
す
。

天
龍
村
の
村
有
林
の
主
伐
地
で
運
用
し
た
と
こ

ろ
、
作
業
員
は
慣
れ
な
い
機
械
操
作
に
戸
惑
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、徐
々
に
慣
れ
、ス
ム
ー

ズ
な
流
れ
の
作
業
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
平
谷
村
の
主
伐
再
造
林
地
に
移
動

し
、
更
な
る
技
術
向
上
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
油
圧
式
集
材

機
と
架
線
式
グ
ラ
ッ
プ

ル
の
導
入
に
よ
り
、
こ
の

地
域
の
主
伐
・
再
造
林
の

取
組
が
更
に
進
む
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

南
信
州
で
最
新
式
の
架
線
集
材
に

挑
戦
し
て
い
ま
す

南信州地域南信州地域

【
南
信
州
地
域
振
興
局
林
務
課
】

【
南
信
州
地
域
振
興
局
林
務
課
】

油圧式集材機（イワフジYR302E）油圧式集材機（イワフジYR302E）架線式グラップル架線式グラップル
（イワフジBLG16R）（イワフジBLG16R）

　

正
会
員

レ
イ
ン
ボ
ー
薬
品
㈱

㈱
ア
グ
ロ
信
州

サ
ン
ケ
イ
化
学
㈱

住
友
化
学
㈱

大
同
商
事
㈱

保
土
谷
ア
グ
ロ
テ
ッ
ク
㈱

丸
善
薬
品
産
業
㈱

㈱
ニ
ッ
ソ
ー
グ
リ
ー
ン

日
本
曹
達
㈱

　

賛
助
会
員

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会

（
一
社
）長
野
県
林
業
普
及
協
会

（
一
財
）日
本
森
林
林
業
振
興
会

長
野
支
部

ア
キ
レ
ス
㈱

当協会は、林業薬剤の安全かつ適正な使用方法の普及を図り、
病虫獣害から森林を守ることを目的として活動しております。
○県・市町村等で開催する林業薬剤の講習会への講師の依頼。
○庭の先祖代々の松を守りたい。どんな林業薬剤を使用すればいいの？ など

―林業薬剤に関するご相談はこちらまでー

長野県林業薬剤防除協会
長野市岡田町30-16　長野県森林組合連合会 内
TEL 026-226-2504　FAX 026-226-2225

林業薬剤に関するお悩みは、林業薬剤に関するお悩みは、
長野県林業薬剤防除協会が解決します！長野県林業薬剤防除協会が解決します！
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トピックス

本部事務所
（製品）

荻原事務所
（原木）

坂下事務所
（原木）

国有林土場等活用
委託販売市売日

特選材市
 ９ 月20日（土）

開設58周年記念市
10月18日（土）

 ９ 月24日（水）

創立70周年記念市
10月21日（火）

開設27周年記念市
 ９ 月25日（木）

10月 ８ 日（水）
10月23日（木）

 ９ 月 ９ 日（火）

10月 ７ 日（火）

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

勝 野　智 明理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1 ☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
やぶ原土場：長野県木曽郡木祖村薮原844-1 ☎0264-24-0085㈹　FAX0264-24-0086
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1 ☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

秋の記念市ご案内

◆原木 開設27周年記念市
《坂下事務所》９月25日（木）
　　　　　　　　　　入札開札１３時  保証金１０万円

◆製品 開設58周年記念市
荷主会結成57周年記念市

《本部事務所》１０月18日（土）
　　　　　　　　　　　入札開札９時 保証金１０万円

◆原木 創立70周年記念市
「第41回 日本美林まつり」

《荻原事務所》１０月21日（火）
　　　　　　　　　　　入札開札９時 保証金１０万円

９月・１０月の市売りのご案内
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７
月
４
日
（
金
）
長
野
市
の
ホ
ク
ト
文

化
ホ
ー
ル
第
２
会
議
室
で
長
野
県
造
林
協
会

通
常
総
会
及
び
森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

本
協
会
は
79
会
員
（
60
市
町
村
、
15
森

林
組
合
、
４
県
域
団
体
）
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
、
再
造
林
の
推
進
や
森
林
資
源
の
有
効
活

用
、
森
林
・
林
業
に
関
す
る
知
見
を
深
め
る

活
動
の
ほ
か
、
森
林
整
備
に
関
す
る
政
策
提

言
を
、
上
部
団
体
で
あ
る
「
日
本
造
林
協

会
」
を
通
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

通
常
総
会
で
は
、
令
和
６
年
度
の
業
務

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
活
動
内
容
と

し
て
は
、
森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や

長
野
県
林
業
薬
剤
防
除
協
会
主
催
の
研
修
会

へ
の
参
加
の
ほ
か
、
運
搬
用
ド
ロ
ー
ン
の
植

栽
現
場
で
の
実
証
、
日
本
造
林
協
会
が
発
行

す
る
「
造
林
時
報
」
へ
の
寄
稿
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

通
常
総
会
後
の
森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ
資
源
と
な
る
健
全

な
森
林
を
育
む
う
え
で
、
林
業
人
材
の
確
保

は
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
林
業
界
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

採
用
活
動
・
人
材
採
用
戦
略
を
専
門
に
活
動

さ
れ
て
い
る
株
式
会
社
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
代
表
取

締
役
社
長
の
中
村　

就
氏
に
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
同
氏
は
、
自
身
の
採
用
支
援
活
動

経
験
を
活
か
し
、
林
業
業
界
の
発
展
に
貢
献

す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
、
林
業
業
界
の
求

人
サ
イ
ト
「
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
」
を
運
営
し
て
い

ま
す
。

講
演
で
は
、
採
用
活
動
に
お
け
る
林
業

界
の
現
状
、
採
用
活
動
の
た
め
の
基
本
ス

テ
ッ
プ
、
求
職
者
に
注
目
し
て
い
た
だ
け
る

魅
力
的
な
求
人
票
の
作
り
方
な
ど
が
話
さ

れ
、
林
業
業
界
を
目
指
す
求
職
者
の
具
体
的

な
人
物
像
を
想
定
し
た
分
析
な
ど
示
さ
れ
た

詳
細
な
デ
ー
タ
に
、
参
加
し
た
行
政
担
当
職

員
や
組
合
職
員
は
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し

た
。

７
月
９
日
（
水
）
〜
10
日
（
木
）
安
曇

野
市
も
く
り
ゅ
う
館
に
て
、
令
和
７
年
度
会

計
実
務
研
修
会
を
実
施
し
、
県
内
の
森
林
組

合
職
員
と
行
政
職
員
合
計
13
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

本
研
修
会
で
は
、
森
林
組
合
会
計
の
基

礎
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
森
林
組
合
簿
記
の
具

体
的
な
仕
訳
方
法
を
習
得
し
、
適
正
な
会
計

処
理
に
必
要
な
知
識
の
研
鑽
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

森
林
組
合
の
会
計
は
事
業
の
あ
り
方
の

多
様
さ
、
補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と
か
ら
勘

定
科
目
が
多
く
、
会
計
処
理
が
独
特
で
複
雑

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
従
来
行
っ
て

い
た
演
習
形
式
か
ら
、
各
事
業
で
の
仕
訳
例

を
ス
ラ
イ
ド
で
要
点
を
交
え
つ
つ
解
説
を
行

な
う
方
法
に
変
更
し
、
よ
り
原
則
や
処
理
を

行
う
理
由
の
理
解
に
重
き
を
置
い
た
研
修
内

容
と
し
ま
し
た
。

特
に
受
託
事
業
で
は
、
費
用
と
収
益
の

帰
属
が
副
次
的
に
な
る
こ
と
か
ら
、
一
旦
森

林
組
合
が
支
出
な
い
し
収
入
す
る
も
の
の
、

あ
く
ま
で
も
費
用
は
立
替
え
、
収
益
は
預

か
っ
て
取
扱
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ま

た
、
主
伐
後
の
再
造
林
費
用
に
木
材
売
上
を

充
て
る
際
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
も
解
説
さ

れ
ま
し
た
。

長野県造林協会通常総会
森林・林業セミナー開催

森
林
組
合

会
計
実
務
研
修
会
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当
日
は
県
内
森
林
組
合
の
役
職
員
や
県

や
市
町
村
の
林
務
職
員
な
ど
36
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

耳
川
広
域
森
林
組
合
で
の
事
例
で
は
、

森
林
所
有
者
の
林
業
へ
の
意
識
の
高
さ
や

そ
れ
に
応
え
る
森
林
組
合
は
じ
め
地
域
の

素
材
生
産
業
者
の
従
事
者
の
多
さ
が
背
景

に
あ
る
も
の
の
、
更
に
再
造
林
を
確
実
に

す
る
べ
く
、
「
再
造
林
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
森
林
組
合
が
主
導
的
に
情
報
共
有

や
事
業
の
差
配
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
再
造
林
率
に
お
い
て

は
、
直
営
で
行
っ
た
主
伐
施
業
地
以
外
に

も
素
材
生
産
業
者
が
伐
採
し
た
跡
地
も
造

林
し
て
い
る
こ
と
か
ら
実
質
１
０
０
％
を

超
え
て
い
る
な
ど
、
先
進
地
の
実
情
に
驚

き
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

９
月
２
日(
火)
安
曇
野
市
の
も
く
り
ゅ
う

館
に
て
「
主
伐
・
再
造
林
実
践
支
援
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
研
修
会
は
、
長
野
県
林
務
部
の
令
和

７
年
度
林
業
労
働
力
対
策
事
業
（
主
伐
・

再
造
林
条
件
整
備
事
業
）
を
活
用
し
て
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

本
県
の
民
有
林
人
工
林
は
約
８
割
が
50

年
生
を
超
え
る
な
ど
、
利
用
可
能
な
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
植
え
て
か
ら

20
年
ま
で
の
比
較
的
若
い
人
工
林
が
少
な
い

状
況
で
あ
り
、
森
林
の
若
返
り
を
図
り
、
将

来
に
わ
た
っ
て
森
林
資
源
の
活
用
を
進
め
て

い
く
た
め
、
主
伐
・
再
造
林
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
木
材
価
格
の
不
確
実
性
や
再
造
林
費
用

に
対
す
る
懸
念
を
背
景
に
地
域
に
よ
っ
て
は

主
伐
・
再
造
林
に
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
主
伐
・
再
造
林
実
施
に
必
要

な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
普
及
を
図
る
た
め
、
先
進
的

に
主
伐
・
再
造
林
に
取
り
組
む
、
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
素
材
生
産
量
を
誇
る
宮
崎
県
の

耳
川
広
域
森
林
組
合
椎
葉
支
所　

片
平
樹
事

業
課
長
と
、
県
内
森
林
組
合
か
ら
、
南
佐
久

中
部
森
林
組
合　

新
津
清
秀
参
事
、
上
伊
那

森
林
組
合　

吉
田
康
二
参
事
を
講
師
に
、
各

地
で
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

昨
年
、多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た「
長

野
県
協
同
組
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
今

年
も
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

長
野
県
内
の
協
同
組
合
間
連
携
の
一
環

と
し
て
、
組
合
員
同
士
の
交
流
や
県
民

の
皆
様
に
協
同
組
合
の
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
で
、
国
際
協
同
組

合
年
で
あ
る
今
年
は
、
特
設
ブ
ー
ス
を

開
設
し
盛
り
上
げ
ま
す
。

開
催
日
は
10
月
５
日
（
日
）
の
10
時
00

分
〜
15
時
30
分
、
長
野
市
の
「
な
が
の

表
参
道
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
ゥ
エ
ア
」
を

で
行
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
。

県
内
の
協
同
組
合
や
関
係
団
体
が
商
品

を
持
ち
寄
り
、
農
産
物
な
ど
の
直
売
を

行
う
ほ
か
、
活
動
紹
介
や
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
約
41
ブ
ー
ス
が
出
店
予
定
で
す
。

当
日
は
長
野
市
中
央
通
り
一
帯
を
会
場

に
「
善
光
寺
表
参
道
秋
ま
つ
り
」
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
秋
の
行
楽
に
是
非
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

各
種
お
問
い
合
わ
せ
は
、
実
行
委
員
会

事
務
局
長
野
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

ま
で
。☎０

２
６
‐
２
６
１
‐
１
３
８
０

2025

主
伐
・
再
造
林
実
践
支
援
研
修
会
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組合員に代わりに行う森林整備や木材生産～販売のほか、木材加工、林業資材の斡旋販売と、組合員の需要に日々応える
森林組合の職員。
作業内容で、庶務から企画営業等を行う「一般職員」と、専ら山林内での施業に従事する「技能職員」とで分かれています。
今回は、森林整備事業を例に、とある一日のそれぞれの業務を見ていきます。

森林組合の業務フローイメージ
※受託森林整備事業を例に

森林所有者
（組合員など）

一般職員
（技術職・施業プランナー）

技能職員

提案

委託

指示

7:30 12 13 17

8 12 13 17

7:30 12 13 17
夏場は就業時間を早めて
作業することも

集材はチームワークが大事！

山も登るし、PC作業もバリバリこなす

森林組合って何？どんな仕事をしている
の？組合員って？…etc.
そんな森林組合にまつわる、森林組合しか
知らない世界を紹介するコーナーです♪

新企画



令
和
七
年
九
月
十
日
発
行　

長
野
の
林
業
通
巻
四
〇
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長
野
の
林
業
編
集
委
員
会

長
野
市
岡
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長
野
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林
業
セ
ン
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行

事
務
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電
話
〇
二
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二
二
七)
五
〇
一
五

電
話
〇
二
六(

二
二
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五
六
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〇

Ｅ
メ
ー
ル nagarin-center1@

qa3.so-net.ne.jp

Ｅ
メ
ー
ル rinfukyo@

giga.ocn.ne.jp

（
一
社
）長
野
県
林
業
普
及
協
会

（
一
社
）長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー

県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！

最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！

 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪ 「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪

連日の猛暑の中、各木材センターの市売へご出品いただきありがとうございました。

広葉樹においては、材が劣化しやすい時期ということもあり、全体的に価格が伸び悩みました。

広葉樹の良質材の伐採は秋以降にお願いします。

製材用丸太について、原木供給の不足からヒノキは 3.0m材、4.0m材ともに需要が回復してまい

りましたので、引き続き直造材でのご出品をお願いします。

スギは引き合いが増えておりますので、直造材を基本とし、18cm～22cmは3.0m、24cm上は4.0m

を主体に積極的なご出品をお願いします。

カラマツは継続的な需要が見込まれますので、直造材での出品をお願いします。

また、合板用丸太については、継続的な原木不足からしばらくの間需要が見込まれます。

11月には各木材センターで記念市が開催されますので、今後、伐採または出材を計画されている

方は各木材センターへご相談ください。

【当連合会は合法木材に取り組んでおります】

合法木材供給事業者の認定を取得したうえで、出荷時には合法的に伐採された木材であることの

コメントと合法木材認定番号及び伐採地と伐採箇所が記載された納品書及び伐採届の提出をお願い

します。

※安全のため、木材センターでの荷下ろし・積込みの際には車止めの使用とヘルメットの着用を

よろしくお願いします。

長野県森連

長野県の木材市況


